












































The History of the Word “Kaseki”:
Between Oriental Philosophy and Western Science
Abstract
The word “Kaseki”, meaning “fossil” was 
made in Japan in the Edo-Period.  At that time 
people thought that fossils were condensed spir-
its.  But after the word was used to transelate 
“fossil” in geology book, it was comprehend as 
now.
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１「化
石
」は「
過
去（
地
質
時
代
）の
生
物
の
遺
骸
ま
た
は
生
物
が
残
し
た
痕
跡
」
と
定
義
さ
れ
る
（
日
本
古
生
物
学
会
編
『
古
生
物
学
事
典
』
平
成
三
〔
１
９
９
１
〕
年
刊
）。
と
こ
ろ
で
、
近
代
の
国
語
辞
典
で
は
用
例
の
最
初
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
は
そ
れ
ぞ
れ
の
意
味
の
初
出
を
示
す
が
、「
化
石
」
に
つ
い
て
は
そ
の
本
義
で
用
い
ら
れ
た
用
例
を
掲
げ
る
も
の
を
見
な
い
。
例
え
ば
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
用
例
は
次
の
ご
と
く
全
て
譬
喩
用
法
の
例
で
あ
る
。
　
○
（
彼
は
）
鎌
倉
時
代
の
化クワ
セ
キ石
で
あ
る
、 
（
国
木
田
独
歩
「
ま
ぼ
ろ
し
」）
　
○ 
其
処
は
二
千
余
年
前
の
文
化
の
化
石
で
、
見
渡
す
限
り
只
灰
白
色
を
し
た
低
い
建
物
の
死
骸
で
あ
る
。 
（
寺
田
寅
彦
「
旅
日
記
か
ら
」）
　
○
そ
ん
な
ら
僕
も
化
石
す
る
ま
で
此
処
を
離
れ
ま
い
。
 
（
幸
田
露
伴
「
露
団
々
」）
　
○
満
場
は
化
石
し
た
か
の
如
く
静
か
で
あ
る
。 
（
夏
目
漱
石
「
野
分
」）
　
○
化
石
し
た
や
う
な
、
仮
面
を
被
つ
た
や
う
な
、
動
揺
し
な
い
表
情
 
　
　
　
（
森
鴎
外
「
灰
燼
」）
し
た
が
っ
て
、
こ
の
辞
典
か
ら
は
比
喩
的
用
法
は
明
治
時
代
以
降
に
存
在
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
本
来
の
意
味
で
用
い
ら
れ
た
例
が
い
つ
頃
か
ら
現
れ
る
か
に
つ
い
て
は
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
れ
は
「
化
石
」
に
つ
い
て
の
本
格
的
語
史
研
究
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
よ
う
で
、「
原
則
と
し
て
明
治
以
降
昭
和
五
十
七
年
ま
で
の
語
別
の
研
究
文
献
目
録
を
収
め
た
」
と
い
う
『
語
彙
研
究
文
献
語
別
目
録
』（
明
治
書
院
、
昭
和
五
十
八
〔
１
９
８
３
〕
年
十
一
月
刊
）
に
は
「
化
石
」
の
項
目
そ
の
も
の
が
立
て
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、「
化
石
」
と
い
う
語
に
つ
い
て
の
研
究
が
ま
っ
た
く
な
さ
れ
て
い
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
管
見
で
は
早
く
牧
野
富
太
郎「
植
物
学
訳
語
の
二
、三
」（『
植
物
記
』
昭
和
十
八
〔
１
９
４
３
〕
年
刊
所
収
）
が
あ
り
、
最
近
で
は
矢
島
美
智
子
『
化
石
の
記
憶
ー
古
生
物
学
の
歴
史
を
さ
か
の
ぼ
る
ー
』（
東
京
大
学
出
版
会
平
成
二
十
〔
２
０
０
８
〕
年
十
月
刊
）
が
あ
る
。
牧
野
の
説
を
摘
要
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
① F
ossil
は
「
石
」
と
訳
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
英
国
の
地
質
学
者
ラ
イ
エ
ル
の
書
の
漢
訳
『
地
学
浅
釈
』
の
中
に
初
め
て
見
え
、
中
国
人
の
造
語
と
考
え
ら
れ
る
。「
」
は
死
ん
だ
後
も
な
お
朽
腐
せ
ず
遺
存
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
（『
玉
篇
』「
死
不
朽
也
」）。
② 
「
化
石
」
の
語
は
文
久
二
年
〔
１
８
６
２
〕
発
行
の
『
英
和
対
訳
袖
珍
辞
書
』
に
も
慶
応
二
年
〔
１
８
６
６
〕
発
行
の
そ
の
改
正
増
補
版
に
も
見
え
な
い
が
、
明
治
二
〔
１
８
６
８
〕
年
発
行
の
『
改
正
増
補
和
訳
英
辞
典
』
に
は
「F
ossil  
掘
出
シ
タ
ル
」「F
ossiliferou
s 
化
石
ノ
ア
ル
」「F
ossilization
  
化
石
ス
ル
コ
ト
」「F
ossilize  
化
石
ス
ル
」「F
ossilogy  
化
石
ノ
論
又
学
」
と
あ
る
。
さ
ら
に
嘉
永
四
〔
１
８
５
１
〕
年
に
開
版
さ
れ
た
、
和
蘭
書
の
川
本
幸
民
訳
『
気
海
観
瀾
広
義
』
に
「
動
植
ノ
化
石
ア
ル
ヲ
見
ザ
レ
バ
ナ
リ
」「
有
機
体
ノ
化
石
ヲ
含
ム
。
貝
。
蠣
殻
等
ノ
化
石
モ
亦
コ
レ
ア
リ
」「
石
炭
亦
コ
レ
ニ
属
ス
。
蓋
シ
木
ノ
化
石
ナ
リ
」
の
句
が
あ
る
。
③ 
し
た
が
っ
て
、
地
質
学
用
語
と
し
て
の
「
化
石
」
は F
ossie
（F
ossil
の
和おら
ん
だ蘭
語
）
の
訳
語
と
し
て
川
本
幸
民
が
案
出
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
①
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
ラ
イ
エ
ル
の
『
地
学
浅
釈
』E
lem
en
ts of G
eology
は
明
治
十
二
〔
１
８
７
９
〕
年
に
日
本
語
版
が
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
矢
島
氏
の
著
書
に
よ
る
と
、
明
治
期
前
半
に
お
い
て
は
「
石
」
と
「
化
石
」
と
が
併
用
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
明
治
三
年
刊
の
西
周
『
百
学
連
環
』
に
は
「
化
石
」
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
明
治
九
年
発
行
の
柴
田
承
桂
著
『
百
科
全
書
地
質
学
』
で
は
「
石
」
と
「
化
石
」
が
、
明
治
十
二
年
文
部
省
発
行
の
『
労
氏
地
質
学
』
で
は
「
石
」
が
、
明
治
十
七
年
刊
の
小
藤
文
次
郎
『
金
石
学
一
名
鉱
物
学
』
で
は
「
石
」
と
「
化
石
」
が
使
わ
れ
て
い
る
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。
牧
野
が
「
化
石
」
の
案
出
者
と
目
す
る
川
本
幸
民
（
文
化
七
〔
１
８
１
０
〕
年
〜
明
治
五
〔
１
８
７
１
〕
年
）
の
『
気
海
観
瀾
広
義
』（
全
五
冊
。
嘉
永
四
〔
１
８
５
１
〕
年
〜
安
政
三
〔
１
８
５
６
〕
年
刊
）
は
、
オ
ラ
ン
ダ
人
ボ
イ
ス
の
著
を
原
書
と
し
、
そ
れ
以
外
の
著
書
も
参
考
に
し
て
編
訳
し
た
理
科
入
門
書
で
あ
る
。
そ
の
第
二
冊
目
の
「
凡
例
」
に
言
う
。
「化石」の語誌 191（16）
　
 
原
書
は
文
政
十
一
年
和
蘭
人
ボ
イ
ス
氏
著
す
所
の
「
ア
ル
ゲ
メ
ー
ネ
・
ナ
チ
ュ
ー
ル
キ
ュ
ン
ヂ
フ
・
ス
コ
ー
ル
ブ
ー
ク
」
と
題
せ
る
者
に
し
て
、
初
学
に
理
科
の
大
意
を
知
ら
せ
む
が
為
に
す
る
所
な
り
。
故
に
時
刻
・
度
量
等
、
唯
其
大
概
を
示
す
。
今
こ
れ
を
抄
訳
す
る
に
方
り
て
、
傍
ら
天
保
二
年
同
氏
の
著
せ
る
「
ホ
ル
ク
ス
ナ
チ
ュ
ー
ル
キ
ュ
ン
デ
」
及
び
「
イ
ス
ホ
ル
ヂ
ン
グ
」
氏
著
す
る
所
の
医
科
必
読
格
物
書
等
を
合
は
せ
て
こ
れ
を
摘
し
、
且
つ
リ
ッ
ト
ロ
ウ
氏
の
説
を
交
へ
、
以
て
其
闕
を
補
ふ
。
こ
の
書
に
現
れ
る
「
化
石
」
を
そ
の
前
後
の
文
と
と
も
に
次
に
引
用
す
る
が
、
確
か
に
現
在
言
う
と
こ
ろ
の
「
化
石
」
の
例
で
あ
る
。
用
例
は
す
べ
て
第
一
冊
目
の
巻
三
の
「
三
有
」（「
動
物
」「
植
物
」「
山
物
」）
の
説
明
の
中
に
見
え
る
（
引
用
は
『
復
刻 
日
本
科
学
古
典
全
書
2
（
第
六
巻
）』
昭
和
五
十
三
〔
１
９
７
８
〕
年
朝
日
新
聞
社
発
行
に
よ
る
。
該
当
部
分
に
傍
線
を
付
す
。
以
下
の
引
用
に
つ
い
て
も
同
じ
）。
　
 
山
物
中
水
銀
・
地
油
を
除
け
ば
、
皆
硬
固
体
な
り
。
然
る
に
此
硬
固
な
る
物
、
亦
始
は
流
体
な
り
し
こ
と
疑
な
し
。
夫
れ
地
球
の
半
径
を
六
千
分
し
て
、
其
一
分
を
地
皮
と
す
。「
ロ
ッ
ツ
」
石
の
あ
る
所
是
な
り
。
蓋
し
「
ロ
ッ
ツ
」
石
は
其
始
め
地
球
創
成
の
時
は
流
体
に
し
て
、
諸
物
溶
化
し
流
る
ゝ
者
の
中
に
含
み
た
る
山
物
の
漸
徐
に
沈
降
す
る
と
き
に
当
た
り
て
、
舎
密
機
性
を
以
て
、
諸
般
の
土
石
、
同
類
相
聚
ま
り
、
互
に
連
繋
し
て
山
鏈
及
び
地
脈
を
生
じ
、
以
て
地
皮
を
な
す
な
る
べ
し
。
…
地
球
創
成
の
時
、
最
初
に
沈
殿
し
た
る
者
は
、「
ロ
ッ
ツ
」
山
に
し
て
、
晩
成
山
の
礎
と
な
る
。「
ロ
ッ
ツ
山
」
に
次
て
生
ず
る
者
は
、
脈
山
に
し
て
、
重
畳
す
る
す
る
こ
と
鱗
状
の
如
く
、
而
し
て
其
段
厚
し
。
其
後
大
地
の
変
動
に
由
り
て
其
段
錯
乱
す
。
此
段
は
原
始
山
に
し
接
し
、
其
中
襞
裂
あ
り
。
異
種
の
石
類
、
其
際
に
満
ち
、
諸
地
類
﹇
金
銀
鉛
錫
鉄
等
を
混
ず
る
者
﹈
亦
こ
ゝ
に
あ
り
。
故
に
金
類
を
掘
る
の
坑
を
造
る
。
此
山
、
動
植
未
生
の
前
に
成
れ
る
を
知
る
者
は
、
動
稙
の
化
石
あ
る
を
見
ざ
れ
ば
な
り
。
○
筏
山
は
平
扁
に
し
て
高
低
あ
る
こ
と
波
濤
の
如
し
。
其
質
類
を
異
に
す
る
者
、
互
に
重
畳
す
。
其
表
面
に
「
ケ
レ
イ
」
及
び
園
土
を
被
ふ
。
其
石
は
砂
、「
レ
イ
」、「
マ
ル
ネ
ル
」
類
な
り
。
其
脈
山
と
異
な
る
者
は
、
方
今
未
だ
詳
な
ら
ざ
る
有
機
体
の
化
石
を
含
む
。
貝
、
蠣
殻
等
の
化
石
も
亦
こ
れ
あ
り
。
…
○
可
燃
物
は
熱
に
遇
ひ
て
炎
を
発
し
、
燃
焼
す
る
者
な
り
。
四
種
あ
り
。
一
は
硫
黄
。
二
は
土
脂
。
こ
ゝ
に
数
品
あ
り
。
中
に
就
て
琥
珀
は
一
種
の
酸
あ
り
。
原もと
樹
脂
よ
り
成
る
。
故
に
砕
片
中
、
細
虫
の
翅
足
全
く
具
す
る
者
あ
り
。
好
事
家
こ
れ
を
磨
し
て
、
顕
微
鏡
に
照
し
愛
玩
す
。
石
炭
亦
こ
れ
に
属
す
。
蓋
し
木
の
化
石
な
り
。
ち
な
み
に
、
こ
の
『
気
海
観
瀾
広
義
』
よ
り
少
し
後
に
ド
イ
ツ
の
イ
ス
ホ
ル
ヂ
ン
グ
の
理
科
書
を
原
本
と
し
た
広
瀬
元
恭
の『
理
学
提
要
』（
安
政
三〔
１
８
５
６
〕
年
）が
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、こ
の
書
に
も
次
の
よ
う
に
あ
る（
原
漢
文
。
前
掲『
日
本
科
学
古
典
全
書
』
の
訓
読
文
を
掲
げ
る
）。
　
 
此
の
山
、
往
古
、
地
球
の
変
化
に
遇
ひ
、
寒
き
者
暖
と
な
り
、
高
き
者
卑
と
な
る
。
故
に
土
中
常
に
当
今
曾
て
無
き
所
の
物
品
を
見
る
。
…
又
、
入ゲ
ル
マ
ニ
ア
爾
瑪
泥
亜
の
北
地
及
び
牙ア
ル
ペ
ン
爾
白
山
上
等
に
、
多
く
海
産
の
草
木
及
び
介
属
の
化
石
を
存
す
。
是
れ
古
今
、
高
卑
、
処
を
異
に
す
る
な
り
。
乃
ち
知
る
、
桑
田
碧
海
の
語
の
誣
ひ
ざ
る
こ
と
を
。 
（
巻
之
三
・
土
）
と
こ
ろ
で
、
牧
野
の
指
摘
し
た
『
気
海
観
瀾
広
義
』
の
例
よ
り
早
い
も
の
が
、
帆
足
万
里
の
『
窮
理
通
』（
天
保
七
〔
１
８
３
６
〕
年
刊
）
に
見
ら
れ
る
（
原
漢
文注①
）。
　
 
地
上
の
山
、
分
ち
て
四
等
と
す
。
即
ち
初
生
山
、
第
二
山
、
第
三
山
、
火
山
な
り
。
四
山
、
分
子
の
組
織
各
異
な
り
。（
中
略
）
皮
休
刺
石
灰
質
、
連
山
は
（
中
略
）
核
子
有
り
。
階
級
法
を
以
て
畳
成
す
。
初
生
諸
山
と
異
な
る
無
し
。
但
初
生
山
階
級
は
、
漸
く
上
れ
ば
漸
く
薄
し
。
白
瑪
瑙
様
の
核
子
、
其
の
中
を
貫
き
て
突
起
す
る
を
見
る
。
是
の
山
階
級
重
畳
す
る
が
如
き
は
、
紙
牌
、
机
上
に
閣
す
る
状
に
似
た
り
。
其
の
核
子
は
古
石
灰
岩
、
頗
る
貝
介
を
雑
へ
、
白
色
或
は
灰
白
色
な
り
。
最
下
階
級
は
黯
黄
軟
石
、
多
く
化
石
を
雑
ふ
。 
（
巻
之
二
・
地
球
上
）
　
 
石
灰
石
の
焼
き
て
石
灰
と
為
す
可
き
者
、
及
び
麻
爾
墨
爾
石
は
多
く
第
三
蕩
流
山
中
に
あ
り
。
懐
旧
法
を
成
し
て
、
第
一
山
に
倚
著
す
。
暑
さ
数
拇
よ
り
一
尋
に
至
る
。
是
の
級
に
次
ぐ
者
は
、
動
鉱
・
石
炭
・
山
塩
、
及
び
諸
化
石
な
り
。
是
の
物
を
精
験
す
る
に
、
蓋
し
開
闢
の
時
、
海
水
汎
濫
中
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に
生
ず
る
者
に
非
ず
。
但
、
階
級
法
に
由
り
て
、
下
沈
し
て
凝
結
す
る
の
み
。
第
二
軟
中
諸
山
に
も
、
亦
此
の
物
在
り
。
多
く
は
上
層
に
在
り
。
次
に
諸
種
の
石
を
以
て
す
。 
（
巻
之
三
・
地
球
下
）
こ
れ
ら
は
沙
石
等
が
凝
固
し
て
岩
石
状
と
な
っ
た
も
の
を
言
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、「
尋
常
の
柔
軟
聚
沙
石
は
山
岳
形
を
成
す
。
其
の
中
に
上
古
の
草
木
禽
獣
の
土
石
に
化
す
る
者
を
雑
ふ
」（
巻
之
三
・
地
球
下
）
と
あ
る
こ
と
を
見
れ
ば
、
生
物
の
化
石
に
つ
い
て
言
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
遡
っ
て
、
シ
ョ
メ
ー
ル
百
科
事
典
の
邦
訳
『
厚
生
新
編
』
に
も
次
の
よ
う
に
あ
る
（
静
岡
県
立
中
央
図
書
館
葵
文
庫
所
蔵
本
の
復
刻
本
に
よ
る
）。
○
ア
ン
モ
ン
ス
・
ホ
ー
ル
ン 
〈
石
名 
羅
甸
「
エ
ル
ニ
ー
ュ
、ア
ン
モ
ニ
ス
」
按
に「
ア
ン
モ
ン
ス
」未
詳「
ホ
ー
ル
ン
」ハ
螺
な
り
〉
　
 「
ア
ン
モ
ン
ス
・
ホ
ー
ル
ン
」
ハ
土
中
よ
り
掘
出
す
一
種
の
石
な
り
。
大
小
種
々
あ
り
。
但
其
状
ハ
皆
羊
角
の
如
く
又
蝸くは
ぎ
う
か
く
牛
殻
の
ご
と
く
螺らせ
ん旋
す
。
今
時
の
物ほん
ぞ
う
か
産
家
是
を
真
の
「
ゼ
ー
ス
ラ
ク
」〈
按
に
海
蝸
の
義
。
再
考
す
べ
し
〉
の
化
石
な
り
と
い
ふ
。
意い
た
り
あ
太
里
亜
国
の
人
ハ
化
石
蛇
の
名
を
命
せ
り
。
此
者
多
く
ハ
諸
国
粘ねば
つ
ち土
の
内
に
あ
り
。
然
れ
ど
も
時
と
し
て
ハ
「
ヱ
イ
セ
ル
・
ス
テ
イ
ン
」〈
按
に
鉄
名
の
義
。
再
考
す
べ
し
）
を
生
す
る
近
傍
に
於
て
も
見
る
事
あ
り
〈
按
に
石
螺
の
一
種
に
て
所
謂
月
の
糞
．
日
の
ふ
ん
．
と
い
ふ
も
の
な
る
べ
し
。
月
ハ
白
く
日
ハ
黒
し
。
形
羊
角
の
如
く
螺らせ
ん
も
ん
旋
紋
あ
り
。
透
明
に
し
て
水
晶
の
ご
と
し
〉〈
漢
名
未
詳
伊
豫
方
言
カ
ガ
ミ
石
。
阿
波
方
言
マ
テ
ガ
ラ
と
い
ふ
〉 
（
第
三
巻
・
金
石
土
部
巻
之
一
）
○ 
ワ
ル
ス
テ
ー
ニ
ン
ゲ
ン
化
石
の
条
に
記
載
す
。
就
て
参
考
す
べ
し
。
 
（
雑
集
五
十
一
「
山
地
物
」）
前
者
の
例
は
馬
場
佐
十
郎
が
訳
し
た
文
中
に
見
え
る
も
の
で
あ
る
。『
厚
生
新
編
』（
全
七
十
巻
・
続
編
三
十
二
巻
）
は
文
化
八
〔
１
８
１
１
〕
年
か
ら
約
三
十
年
の
年
月
を
掛
け
て
完
成
し
て
い
る
が
、
佐
十
郎
は
文
化
十
〔
１
８
１
３
〕
年
に
こ
の
翻
訳
の
仕
事
か
ら
離
れ
て
お
り
、
こ
の
例
は
川
本
幸
民
の
『
気
海
観
瀾
広
義
』
よ
り
約
四
十
年
前
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
『
厚
生
新
編
』
と
ほ
ぼ
同
じ
時
代
に
書
か
れ
た
司
馬
江
漢
の
『
天
地
理
譚
』
（
文
化
十
三
〔
１
８
１
６
〕
年
序
）
に
も
次
の
例
が
あ
る注②
。
　
化
石
○ 
相
州
箱
根
神
代
杉
、
今
ニ
土
中
ヨ
リ
出
ル
者
多
シ
。
数
千
年
土
中
ニ
埋
レ
タ
ル
木
、
土
気
ノ
為
ニ
淡
墨
色
ト
ナ
リママ
。
亦
、
東
奥
出
羽
ノ
国
悉
ク
化
石
多
シ
。
… 
以
上
は
す
べ
て
蘭
書
の
訳
述
書
あ
る
い
は
そ
れ
か
ら
の
知
識
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
文
章
中
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
牧
野
が
初
出
と
す
る
例
よ
り
前
に
「
化
石
」
は
用
い
ら
れ
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
２と
こ
ろ
で
、『
厚
生
新
編
』
に
「
今
時
の
物ほん
ぞ
う
か
産
家
是
を
真
の
「
ゼ
ー
ス
ラ
ク
」
〈
按
に
海
蝸
の
義
。
再
考
す
べ
し
〉
の
化
石
な
り
と
い
ふ
」
と
あ
っ
た
が
、「
化
石
」
と
い
う
語
自
体
は
蘭
学
書
の
訳
述
書
以
前
に
本
草
学
者
・
物
産
学
者
に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
小
野
蘭
山
の『
本
草
綱
目
啓
蒙
』（
享
和
三
〔
１
８
０
３
〕
年
〜
文
化
三
〔
１
８
０
６
〕
年
刊
）
に
、
　
石
蟹　
カ
ニ
イ
シ
（
一
名
）
乳
石
　
　
 
蟹
土
中
ニ
入
テ
土
ト
共
ニ
化
シ
テ
石
ト
ナ
ル
者
ナ
リ
。
…
〔
集
解
〕
石
蝦　
ヱ
ビ
イ
シ　
日
州
ノ
向
山
ヨ
リ
出
ル
蝦イセ
ヱ
ビ魁
ノ
化
石
ト
云
者
ナ
リ
。
又
石
魚
ハ
、
香ア
イ魚
ノ
化
石
、
壱
岐
ノ
勝
本
ニ
ア
リ
。 
鯽フ
ナ魚
ノ
化
石
ハ
、
豊
後
粟
野
ノ
金
山
ニ
ア
リ
。
比カ
レ
イ
目
魚
ノ
化
石
ハ
、
予
州
茗
荷
ケ
嶽
ニ
ア
リ
。
鰻ウナ
ギ
ノ
化
石
ハ
、
長
州
鍋
村
ノ
山
中
ニ
ア
リ
。
石
魚
一
名
魚
竜
石　
雲
林
石
譜
ニ
見
エ
タ
リ
。
と
あ
り
，
さ
ら
に
そ
の
少
し
前
に
刊
行
さ
れ
た
木
内
石
亭
著
『
雲
根
志
』
の
前
編（
安
永
二〔
１
７
７
３
〕年
刊
）の「
巻
之
三
」ま
た
第
三
編（
享
和
元〔
１
８
０
１
〕
年
稿
成
）
の
「
巻
之
三
」
に
も
、「
変
化
類
」
と
し
て
多
数
の
「
○
○
化
石
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
次
の
よ
う
な
例
で
あ
る
。
　
 
蟻ありの
く
は
せ
き
化
石 
九　
人
あ
り
。
予
に
語
て
云
、
摂
州
有
馬
愛
護
山
に
蟻
の
化けせ
き石
あ
り
。
み
づ
か
ら
ゆ
き
て
拾
ひ
得
た
り
と
て
蟻
の
石
に
化
し
た
る
を
三
つ
も
ち
来
り
て
予
に
見
せ
け
る
。
首
尾
足
等
全
く
し
て
真
に
蟻
也
。
実
は
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し
て
大
さ
三
分
ば
か
り
あ
り
。
俗
に
山
蟻
と
い
ふ
も
の
に
て
重
く
か
た
き
事
鉄
の
ご
と
し
。 
（
前
編
）
　
 
貝かいの
く
は
せ
き
化
石 
七　
貝
石
和
産
多
し
。
形
状
光
彩
硬
軟
悉
く
前
編
に
記
す
。
今
又
其
後
求
め
得
た
る
産
所
を
茲
に
附
録
す
。
…
上
総
国
白
里
村
に
異
体
あ
り
。
硬
く
し
て
円
な
る
石
を
破
砕
け
ば
、
石
中
に
白
色
に
て
蛤
の
紋
あ
り
て
、
全
く
貝
な
り
。 
（
第
三
編
）
さ
ら
に
そ
の
少
し
前
の
明
和
三
〔
１
７
６
６
〕
年
の
物
産
展
覧
会
の
出
品
目
録
「
明
和
三
年
丙
戌
四
月
望
東
山
会
目
」
の
中
に
も
「
胡
桃
化
石 
尾
州
師
崎
」「
コ
ク
タ
ン
化
石
」「
エ
ノ
キ
化
石 
河
内
」「
櫧
化
石 
武
州
」
と
見
え
る注③
。
さ
ら
に
そ
の
少
し
前
の
宝
暦
十
三
〔
１
７
６
３
〕
年
七
月
に
刊
行
さ
れ
た
平
賀
源
内
の
『
物
類
品
騭
』
に
も
「
化
石
」
は
現
れ
る
。
こ
の
書
は
宝
暦
七
年
に
行
わ
れ
た
本
邦
最
初
の
物
産
展
覧
会
か
ら
同
十
二
年
に
行
わ
れ
た
第
五
回
の
会
ま
で
に
出
品
さ
れ
た
も
の
の
中
か
ら
数
百
種
を
選
ん
で
解
説
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
「
巻
之
二
」
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。
△ 
化
石　
古
人
曰
ク
。
石
ハ
者
気
ノ
之
核
ナ
リ
也
。
按
ズ
ル
ニ
諸
物
其
ノ
気
凝
ル
時
ハ
皆
石
ニ
化
ス
。
石
蟹
・
松
石
ノ
類
既
ニ
本
條
ニ
出
ヅ
。
其
ノ
余
化
石
此
ニ
附
ス
。
　
○ 
蛤
蚌
ノ
類
、
石
ニ
化
ス
ル
ア
リ
。
○
伊
勢
榊
原
村
貝
石
山
産
、
下
品
。
○
遠
江
産
、
中
品
。
○
土
佐
産
、
上
品
。
方
言
ク
ハ
ズ
ノ
貝
ト
云
。
○
信
濃
水
内
産
、
中
品
。
以
上
五
種
皆
文
蛤
ノ
化
石
ナ
リ
。
○
近
江
産
、
上
品
。
シ
ラ
カ
ヒ
化
石
ナ
リ
。
○
下
野
鹽
谷
湯
壺
折
谷
産
、
下
品
。
○
伊
豆
産
、
下
品
。
以
上
二
種
海ホタ
テ
カ
ヒ扇
化
石
ナ
リ
。
○
信
濃
産
、
下
品
。
牡
蠣
殻
化
石
ナ
リ
。
○
参
河
産
、
上
品
。
蠣カキノ
ニ
ク黄化
石
ナ
リ
。
其
ノ
形
生
物
ト
異
ナ
ル
コ
ト
ナ
シ
。
壬
午
客
品
中
、
尾
張
津
島
氷
室
氏
具
レ
之
ヲ
。
　
○ 
螺
類
化
石
ア
リ
。
○
尾
張
産
、
上
品
。
○
信
濃
産
、
中
品
。
以
上
二
種
、
螺
名
未ダ
レ
詳
ナ
ラ
。
○
肥
後
葦
北
郡
イ
カ
ブ
チ
山
産
、
上
品
。
○
遠
江
産
、
上
品
。
以
上
二
種
、
田
螺
化
石
ナ
リ
。
○
紀
伊
畑
島
産
、
上
品
。
カ
ミ
ナ
ノ
類
ニ
テ
大
ナ
リ
。
　
○
樟
化
石　
○
河
内
交
野
郡
国
分
寺
村
産
、
上
品
。
　
○
杉
化
石　
○
讃
岐
産
、
上
品
。
管
見
で
は
こ
の
源
内
の
用
い
た
も
の
が
本
草
学
者
・
物
産
学
者
の
文
章
に
見
え
る
「
化
石
」
の
最
も
早
い
例
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
源
内
の
『
物
類
品
騭
』
の
文
章
の
冒
頭
に
「
△
化
石
」
と
あ
っ
た
が
、
△
印
は
「
凡
例
」
に
「
以
三
其
ノ
非
ル
ヲ
二
綱
目
本
條
ニ
一
冠
シ
ム
ル
ニ
以
レ
△
ヲ
分
ツ
レ
之
ヲ
」
と
あ
り
、
李
時
珍
の
『
本
草
綱
目
』
に
は
無
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
確
か
に
『
本
草
綱
目
』
に
は
「
化
石
」
の
項
目
は
な
く
、
中
国
の
正
統
本
草
書
を
陶
弘
景
の
『
神
農
本
草
経
集
注
』、
蘇
敬
等
の
『
新
修
本
草
』
な
ど
に
ま
で
遡
っ
て
も
「
化
石
」
の
語
は
な
い
。
本
草
書
に
限
ら
ず
、
漢
籍
一
般
に
調
査
を
拡
げ
て
も
「
化
石
」
と
い
う
語
は
見
出
せ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、「
化
石
」
の
語
は
見
え
な
い
も
の
の
、
た
と
え
ば
鄭
元
祐
の
「
次
二
韻
劉
憲
副
春
日
湖
上
有
レ
感
詩
一
詩
」
に 
「
鶴
老
離
巣
、
松
化
レ
石
。
鸞
孤
照
レ
水
、
竹
穿
レ
沙
。」
と
い
う
よ
う
に
「
化
レ
石
」（
石
と
化
す
）
と
い
う
句
は
存
在
す
る
。
源
内
の
『
物
類
品
騭
』
以
前
の
我
が
国
の
本
草
書
に
お
い
て
も
同
様
に
「
化
し
て
石
と
な
る
」
と
い
っ
た
句
は
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
寺
島
良
安
の
『
和
漢
三
才
図
会
』（
正
徳
三
〔
１
７
１
３
〕
年
刊
）
に
、
　
石 
蟹　
本
綱
石
蟹
生
二
南
海
一
、
是
尋
常
蟹
爾
年
月
深
久
水
沫
相
著
因
化
成
レ
石
、
毎
レ
遇
二
海
潮
一
、
即
瓢
出
。
…
蟹
入
則
不
レ
能
二
運
動
一
片
時
成
レ
石
矣
。
 
（
巻
六
十
一
「
雑
石
類
」）
と
あ
り
、
貝
原
益
軒
の
『
大
和
本
草
』（
宝
永
五
年
〔
１
７
０
８
〕
刊
）
に
も
、
　
松 
石　
本
草
綱
目
不
灰
木
ノ
附
録
ニ
ア
リ
。
松
久
ク
化
シ
テ
石
ト
ナ
ル
也
。
瑯
瑘
代
酔
四
十
巻
松
化
シ
テ
為
レ
石
ヲ
記
ス
。
白
孔
六
帖
ニ
モ
見
エ
タ
リ
。
日
本
ニ
モ
多
シ
。
又
、
諸
木
ノ
石
ト
ナ
ル
ア
リ
。
筑
前
州
名
島
ト
云
処
ノ
海
浜
ニ
神
功
皇
后
ノ
御
船
ノ
ホ
ハ
シ
ラ
石
ニ
ナ
リ
タ
ル
ア
リ
。
越
前
敦
賀
及
佐
渡
ニ
ブ
ナ
ノ
木
石
ア
リ
。
樟
石
ア
リ
。
皆
是
木
ノ
変
ジ
テ
石
ト
ナ
ル
也
。
近
江
ニ
土
ノ
石
ト
ナ
レ
ル
川
ア
リ
。 
（
巻
之
三
）
　
石 
蟹　
三
才
図
会
曰
石
蟹
生
二
南
海
一
、
今
嶺
南
近
レ
海
州
郡
皆
有
レ
之
。
体
質
石
也
。
而
都
与
レ
蟹
相
似
。
或
云
、是
海
蟹
多
年
水
沫
相
著
化
而
為
レ
石
。
今
按
ニ
本
邦
海
浜
軟
石
ノ
内
往
々
有
レ
之
。
旧
石
碑
ノ
カ
ケ
タ
ル
中
ヨ
リ
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出
ル
事
ア
リ
。
其
石
ハ
初
砂
土
ノ
カ
タ
マ
レ
ル
ニ
テ
蟹
ノ
其
内
ニ
ア
リ
シ
ガ
共
ニ
化
シ
テ
石
ニ
ナ
リ
タ
ル
ナ
ル
ベ
シ
。
蟹
細
沙
ノ
中
ニ
ア
リ
テ
不
レ
能
レ
出
シ
テ
石
ト
ナ
ル
。
時
珍
亦
如
レ
此
イ
ヘ
リ
。 
（
同
右
）
と
あ
る
。
言
葉
の
形
式
か
ら
見
れ
ば
「
石
レ
化
」
と
い
う
句
か
ら
「
化
石
」
と
い
う
語
が
成
立
す
る
の
は
容
易
と
も
言
え
る
。
し
か
し
、
注
目
さ
れ
る
の
は
本
草
学
者
・
物
産
学
者
の
文
章
に
見
え
る
の
は
「
○
○
化
石
」
と
い
う
具
体
的
な
個
別
の
種
に
つ
い
て
用
い
ら
れ
た
も
の
だ
け
で
あ
り
、
司
馬
江
漢
の
『
天
地
理
譚
』
に
見
え
る
よ
う
な
個
を
離
れ
て
「
化
石
」
と
い
う
概
念
で
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
は
、
源
内
の
一
例
を
除
い
て
存
在
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
個
を
捨
象
し
て
、石
と
化
し
た
も
の
を「
化
石
」と
い
う
一
般
概
念
で
捉
え
る
こ
と
は
無
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
３さ
ら
に
、「
化
石
」
と
い
う
語
が
本
草
学
者
・
物
産
学
者
の
文
章
に
も
見
え
る
に
し
て
も
、
生
物
が
化
石
化
す
る
原
因
が
蘭
書
訳
述
書
に
現
れ
る
も
の
と
異
な
っ
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
く
無
視
で
き
な
い
問
題
で
あ
る
。
無
機
物
の
岩
石
に
つ
い
て
は
「
諸
物
溶
化
し
流
る
ゝ
者
の
中
に
含
み
た
る
山
物
の
漸
徐
に
沈
降
す
る
と
き
に
当
た
り
て
、
舎
密
機
性
を
以
て
、
諸
般
の
土
石
、
同
類
相
聚
ま
り
」（『
気
海
観
瀾
広
義
』）あ
る
い
は「
階
級
法
に
由
り
て
、下
沈
し
て
凝
結
す
る
の
み
」（『
窮
理
通
』）
と
い
う
よ
う
に
、
現
在
の
化
学
的
あ
る
い
は
地
質
学
的
な
捉
え
方
を
し
て
は
い
て
も
、
生
物
に
つ
い
て
は
陰
陽
五
行
説
で
言
う
「
気
」
が
凝
固
し
て
石
に
な
る
と
い
う
説
に
よ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
土
に
埋
も
れ
た
生
物
が
化
石
化
し
て
い
く
理
由
は
現
代
の
古
生
物
学
に
お
い
て
も
難
し
い
問
題
の
よ
う
で
は
あ
る注④
。
た
だ
、
弄
石
家
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
木
内
石
亭
は
実
物
に
即
し
て
判
断
し
、
合
理
的
な
考
え
方
を
す
る
こ
と
が
あ
る注⑤
。
例
え
ば
『
舎
利
弁
』（
寛
政
四
〔
１
７
９
２
〕
年
序
）
で
は
、
舎
利
を
仏
身
か
ら
出
た
も
の
、
あ
る
い
は
空
中
よ
り
降
っ
た
も
の
と
す
る
の
を
否
定
し
て
お
り
、
曲
玉
・
鏃
石
・
車
輪
石
・
石
刀
・
手
斧
石
な
ど
を
「
天
工
に
あ
ら
ず
、
人
工
に
あ
ら
ず
、
実
に
神
工
の
い
ち
じ
る
き
も
の
」（『
神
代
石
之
図
』
序
）
と
し
て
他
の
化
石
と
区
別
し
（『
雲
根
志
』
後
編
巻
之
四
お
よ
び
第
三
編
「
鐫
刻
類注⑥
」。）、
司
馬
江
漢
が
天
か
ら
降
っ
て
き
た
隕
石
の
ご
と
き
も
の
と
考
え
た
「
雷
斧注⑦
」
を
「
上
古
使
用
の
物
に
て
あ
る
も
の
と
見
え
た
り
」（『
雲
根
志
』
第
三
編
「
異
志
都
々
伊
」
十
二
」）
と
見
抜
い
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
萌
芽
的
な
も
の
で
あ
れ
、
西
洋
科
学
的
な
捉
え
方
が
見
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
さ
れ
る
が
、『
雲
根
志
』
に
は
鶏けい
く
わ
せ
き
化
石 
一  
筑
前
の
国
香
椎
浜
に
鶏
石
あ
り
。
土
俗
伝
へ
い
ふ
。
む
か
し
此
浜
へ
何
処
と
も
な
く
鶏
来
り
て
稼
穡
を
あ
ら
せ
し
を
も
て
、
近
郷
の
百
姓
あ
ま
た
あ
つ
ま
り
て
彼
鶏
を
狩
（
り
）
て
殺
さ
ん
と
あ
ら
そ
へ
り
。
時
に
雲
水
の
僧
来
り
て
罪
を
ゆ
る
し
、
鶏
を
わ
れ
に
あ
た
へ
よ
と
乞
ど
も
ゆ
る
さ
ず
し
て
終
に
殺
せ
り
。
其
時
、
旅
僧
和
歌
あ
り
。「
い
に
し
へ
も
鶏
の
玉
の
む
た
め
し
あ
り
罪
を
ば
な
ど
か
わ
れ
に
あ
た
へ
ぬ
」。
死
た
る
鶏
た
ち
ま
ち
に
石
と
化
せ
り
、
と
。 
（
前
編
巻
之
三
）
蝦が
ま蟇
石いし 
四　
…
信
濃
国
松
本
の
人
予
に
語
て
云
、
基
礎
御
嶽
に
凝
ぎ
や
う
す
い
せ
き
水
石
を
産
す
る
山
あ
り
。
其
石
中
に
虫
あ
り
。
ほ
り
出
せ
ば
す
な
は
ち
石
な
り
、
と
。
此
人
蛙かは
づ
い
し
石
を
持
り
。
一
ッ
は
出
た
り
。
一
ッ
は
石
中
に
あ
り
。
か
た
く
お
も
く
し
て
石
な
り
。
其
か
た
ち
蛙
に
異
な
る
事
な
し
。
四
足
全
く
し
て
石
中
に
残
れ
る
物
も
外
よ
り
あ
ざ
や
か
に
蛙
の
形
見
ゆ
、
と
。
是
凝
水
石
に
つ
つ
ま
れ
、
共
に
其
の
気き
を
受うけ
え得
て
石
と
化
せ
し
も
の
成
べ
し
。
…  
（
同
右
）
な
ど
、
傍
線
を
付
し
た
よ
う
な
説
明
が
満
ち
て
お
り
、
次
の
よ
う
な
説
明
に
お
い
て
も
同
様
に
化
石
を
捉
え
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
石せき
が
い蟹 
八　
石
蟹
漢
産
多
し
。
薬
用
に
備
ふ
。
…
万
物
造
化
論
に
云
、
土
中
を
深
く
掘
る
事
有
て
蟹
の
石
に
化
し
た
る
を
得
た
り
、
と
。
即
、
本
草
の
石
蟹
な
り
。 
（
同
右
）
海
老
化
石 
卅
五  
…
万
物
造
化
論
に
土
中
を
堀
て
海
老
の
化
石
を
得
た
る
事
あ
り
。
桂
海
虞
衡
誌
及
び
本
草
の
石
蟹
な
り
。 
（
同
右
）
こ
れ
を
要
す
る
に
、
石
亭
も
ま
た
西
洋
の
科
学
的
な
窮
理
精
神
と
は
無
関
係
「化石」の語誌 187（20）
で
あ
っ
た
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。
既
に
そ
の
こ
と
を
明
確
に
指
摘
し
て
い
る
も
の
に
『
神
代
石
之
図
』
の
鈴
木
一
保
の
跋
文
が
あ
る
。
そ
の
跋
文
の
全
文
を
次
に
掲
げ
る
。
斎
藤
忠
氏
（
前
掲
書
一
九
二
頁
）
が
「
当
時
の
弄
石
家
の
考
え
方
や
、
石
亭
の
立
場
を
よ
く
知
る
こ
と
が
で
き
る
」
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
　
 
或
問
曰
、
博
物
窮
理
の
学
は
古
人
の
か
た
ん
ず
る
所
、
玉
石
難
弁
紅
紫
乱
朱
、
今
日
郷
平
の
化
に
浴
し
玉
石
を
弄
ぶ
の
徒
多
し
。
是
海
内
の
異
産
異
品
を
集
め
、
薬
石
真
偽
可
否
を
糺
す
。
其
よ
る
所
宜むべ
也
。
然
る
に
神
代
石
と
称
す
る
も
の
で
あ
る
が
見
る
に
、
お
ほ
く
は
土
中
よ
り
穿
出
せ
る
物
に
し
て
、
其
異
形
な
る
其
用
を
し
ら
ず
。
其
の
用
な
き
時
は
実
に
無
用
の
頑
物
な
り
。
何
を
以
て
か
是
を
貴
重
す
る
や
。
国
史
・
野
志
其
石
を
い
ふ
こ
と
を
聞
ず
。
是
る
を
木
内
家
が
好
事
の
癖
に
し
て
し
ら
ざ
る
を
恥
て
、
み
だ
り
に
こ
れ
を
設
く
。
名
実
相
そ
む
け
り
。
其
説
を
き
か
ん
。
　
 
答
曰
、
道
の
お
な
じ
か
ら
ざ
る
、
相
た
め
に
は
は
か
ら
ず
と
い
へ
り
。
嗜
好
も
ま
た
お
の
お
の
異
な
り
。
当
時
玉
石
を
翫
ぶ
の
徒
、
天
下
に
み
て
り
。
是
の
盟
主
た
る
者
、
是これ
湖
東
石
亭
翁
な
り
。
も
と
よ
り
本
草
物
産
の
徒
に
も
あ
ら
ず
。
博
く
海
内
珍
奇
の
石
品
を
一
集
し
て
、
方
物
造
化
の
妙
法
を
掌
の
上
に
弄
ぶ
。
其
楽たのし
みは
は
か
り
し
る
べ
か
ら
す
。
誰
か
甚
だ
佳
境
に
至
る
事
を
得
ん
。
且かつ
異
形
人
工
の
石
を
神
代
石
と
名
付
る
は
、
能
く
其
物
を
弁
じ
、
名
付
る
所
意
の
外
に
出
て
、
名
実
相
叶かの
うと
い
は
ん
。
い
か
に
と
も
な
れ
ば
、
子
が
い
ふ
ご
と
く
、
其
物
あ
り
て
そ
の
用
を
し
ら
ざ
る
は
時
は
無
用
の
頑
物
た
り
。
こ
れ
を
頑
物
と
い
ふ
て
其
用
を
し
ら
ざ
る
は
、
今
の
代
の
人
こ
ゝ
ろ
を
以
て
こ
れ
を
い
ふ
な
り
。
か
け
ま
く
も
か
し
こ
き
神
の
み
わ
ざ
よ
、
く
さ
ぐ
さ
の
事
、
皇
朝
の
い
に
し
へ
な
り
。
今
の
人
ご
こ
ろ
を
以
て
押
し
は
か
り
い
ふ
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
多
し
。
此
石
も
神
代
の
い
に
し
へ
玉
た
ま
の
お
や祖
命
の
つ
く
り
給
ひ
し
も
の
な
る
べ
し
。
神
の
み
わ
ざ
の
正
し
く
、
今
の
世
に
残
て
世
に
顕
る
る
は
、
大
平
の
御
世
の
め
で
た
き
を
愛
で
給
ひ
た
る
神
の
御
心
な
る
べ
し
と
、
神
代
石
と
や
す
ら
か
に
名
付
し
は
、
翁
の
心
の
能
く
皇
朝
の
い
に
し
へ
を
し
れ
り
と
い
ふ
べ
し
。
か
の
□
意
を
以
て
其
理
を
窮
ん
と
い
ふ
は
、
さ
か
し
ら
の
ひ
が
心
な
り
。
こ
れ
を
す
て
て
こ
そ
、
其
樂
は
し
る
べ
け
れ
。
子
よ
く
こ
れ
を
お
も
へ
。
し
か
し
、
源
内
に
つ
い
て
は
長
崎
に
二
度
も
遊
学
し
て
蘭
書
・
蘭
器
な
ど
を
求
め
、
江
戸
参
府
の
た
め
に
本
石
町
の
長
崎
屋
に
滞
在
し
た
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
に
親
し
く
交
わ
っ
て
、
外
国
の
物
産
に
つ
い
て
質
問
し
、
見
聞
を
広
め
た
こ
と
は
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。
か
の
エ
レ
キ
テ
ル
（
摩
擦
起
電
器
）
を
修
理
・
復
元
し
、
火
浣
布
・
寒
暖
計
を
製
作
し
て
人
を
驚
か
せ
た
こ
と
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
源
内
に
し
て
「
古
人
曰
ク
石
ハ
者
気
ノ
之
核
ナ
リ
也
。
按
ズ
ル
ニ
諸
物
其
ノ
気
凝
ル
時
ハ
皆
石
ニ
化
ス
」
と
言
っ
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。『
蘭
学
事
始
』
に
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。
　
 
ま
た
あ
る
日
、
カ
ン
ラ
ン
ス
一
つ
の
棋
子
の
如
き
形
の
ス
ラ
ン
ガ
ス
テ
ー
ン
と
い
ふ
物
を
出
し
示
せ
り
。
源
内
こ
れ
を
見
て
そ
の
用
を
問
ひ
帰
り
、
翌
日
別
に
新
た
に
一
箇
の
物
を
作
り
出
し
て
持
ち
行
き
、
カ
ン
ラ
ン
ス
に
見
せ
た
り
。
カ
ン
ラ
ン
ス
こ
れ
を
見
て
、
こ
れ
は
前
日
見
せ
示
し
も
の
と
同
品
な
り
と
い
へ
り
。
源
内
曰
く
、
示
さ
る
ゝ
と
こ
ろ
の
品
は
貴
国
の
物
産
か
、
ま
た
外
国
に
て
求
め
給
へ
る
も
の
か
と
問
ふ
に
、
こ
れ
は
印イン
ド度
の
地
方
則セ
イ
ロ
ン
意
蘭
と
い
ふ
と
こ
ろ
に
て
求
め
来
れ
り
と
答
ふ
。
源
内
ま
た
問
う
て
曰
く
、
そ
の
国
に
て
は
如
何
な
る
と
こ
ろ
に
産
す
る
も
の
と
い
へ
ば
、
カ
ン
ラ
ン
ス
曰
く
、
そ
の
国
に
て
伝
ふ
る
と
こ
ろ
は
、
こ
の
物
大
蛇
頭
中
よ
り
出
づ
る
石
な
り
と
い
へ
り
。
源
内
聞
き
て
、
そ
れ
は
左
様
に
あ
る
ま
じ
、
こ
れ
は
竜
骨
に
て
作
り
し
物
な
る
べ
し
と
い
ふ
。
カ
ン
ラ
ン
ス
聞
き
て
い
ふ
、
天
地
の
間
に
竜
と
い
ふ
も
の
は
な
き
物
な
り
、
如
何
に
し
て
、
そ
の
骨
に
て
作
る
べ
し
や
と
い
へ
り
。
こ
ゝ
に
於
て
、
源
内
己
が
故
郷
な
る
讃
州
小
豆
島
よ
り
出
せ
る
大
な
る
竜
歯
に
つ
ゞ
き
た
る
竜
骨
を
出
し
示
し
て
、
こ
れ
即
ち
竜
骨
な
り
、
本
草
綱
目
と
い
へ
る
漢
土
の
書
に
、
蛇
は
皮
を
換
へ
、
竜
は
骨
を
換
ふ
と
説
け
り
。
今
わ
れ
示
す
と
こ
ろ
の
ス
ラ
ン
ガ
ス
テ
ー
ン
は
こ
の
竜
骨
に
て
作
れ
る
物
な
り
と
い
へ
り
。
カ
ン
ラ
ン
ス
の
「
天
地
の
間
に
竜
と
い
ふ
も
の
は
な
き
物
な
り
、
如
何
に
し
て
、
そ
の
骨
に
て
作
る
べ
し
や
」
と
い
う
問
い
に
対
し
て
、
傍
線
部
分
の
よ
う
に
源
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内
は
『
本
草
綱
目
』
に
竜
は
骨
を
換
え
る
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
を
疑
う
こ
と
な
く
反
論
す
る注⑧
。
こ
の
話
は
源
内
の
長
崎
遊
学
以
前
の
こ
と
で
あ
る
が
、
遊
学
後
の
著
『
物
類
品
騭
』（
巻
之
四
「
鱗
部
」）
の
「
龍
角
」
の
説
明
に
も
同
様
の
説
明
が
記
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
次
の
説
明
が
続
い
て
い
る
。
　
 
按
ズ
ル
ニ
紅
毛
語
ス
ラ
ン
ガ
ハ
蛇
ヲ
云
。
ス
テ
イ
ン
ハ
石
ヲ
云
。
龍
角
ハ
龍
頭
ニ
在
リ
テ
形
石
ノ
ゴ
ト
シ
。
故
ニ
ス
ラ
ン
ガ
ス
テ
イ
ン
ト
云
。
紅
毛
人
語
脈
転
語
多
シ
テ
可
レ
解
不
レ
可
レ
解
モ
ノ
間ママ
有
レ
之
。
或
ハ
直
ニ
蛇
石
ト
訳
シ
テ
、
蛇
頭
中
ニ
在
モ
ノ
ニ
シ
テ
石
首
魚
頭
中
石
ノ
ゴ
ト
シ
ト
謂
ハ
非
ナ
リ
。
す
な
わ
ち
紅
毛
語
（
オ
ラ
ン
ダ
語
）
の
ス
ラ
ン
ガ
ス
テ
イ
ン
（
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
の
こ
と
で
あ
る
と
さ
れ
る
）
は
直
訳
す
れ
ば
蛇
石
で
あ
る
が
、そ
れ
は
「
転
語
」
し
た
も
の
で
あ
り
、
本
来
は
龍
な
の
で
あ
る
と
言
い
張
る
の
で
あ
る
。
源
内
の
『
物
類
品
騭
』
が
刊
行
さ
れ
た
の
は
『
解
体
新
書
』
が
出
来
る
十
年
前
の
こ
と
で
あ
る
。
蘭
学
の
草
創
期
に
そ
の
「
実
測
窮
理
」
の
精
神
を
十
分
に
吸
収
で
き
な
か
っ
た
の
は
奇
才
源
内
で
あ
っ
て
も
無
理
の
な
い
こ
と
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
杉
田
玄
白
の
『
蘭
学
事
始
』
に
、
　
 
毎
々
平
賀
源
内
な
ど
に
出
会
し
時
に
語
り
合
し
は
遂
々
見
聞
す
る
所
和
蘭
実
測
窮
理
の
事
共
ハ
驚
入
し
事
ば
か
り
な
り
。
若
し
直
に
彼
国
書
を
和
解
し
見
る
な
ら
ば
格
別
の
利
益
を
得
る
事
は
必
せ
り
。
さ
れ
ど
も
是
ま
で
其
所
に
志
を
発
す
る
人
の
な
き
は
口
惜
し
き
事
な
り
。
何
と
ぞ
此
道
を
開
く
の
道
は
あ
る
ま
じ
き
や
。
迚
も
江
戸
杯
に
て
は
及
ぬ
事
な
り
。
長
崎
の
通
詞
に
託
し
て
読
み
分
け
さ
せ
度
事
な
り
。
一
書
に
て
も
其
業
成
ら
ば
大
な
る
国
益
と
も
成
る
べ
し
と
只
其
及
び
が
た
き
を
嘆
息
せ
し
は
毎
度
の
事
な
り
き
。
と
あ
る
が
、
玄
白
は
単
に
西
洋
医
学
の
技
術
を
得
る
た
め
だ
け
で
は
な
く
、『
解
体
新
書
』
の
翻
訳
に
取
り
組
み
、
西
洋
科
学
の
「
実
測
窮
理
」
の
本
質
に
迫
っ
た
の
に
対
し
、
源
内
に
お
い
て
は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
の
は
そ
の
学
問
の
目
指
す
と
こ
ろ
が
異
な
っ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
し
て
そ
れ
も
ま
た
時
代
の
影
響
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。
源
内
が
「
石
と
化
し
た
○
○
」
あ
る
い
は
「
○
○
石
」
と
い
っ
た
言
い
方
で
は
な
く
、「
○
○
の
化
石
」
あ
る
い
は
単
独
で
「
化
石
」
と
い
う
言
い
方
を
成
し
得
た
の
は
蘭
学
の
影
響
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
化
石
そ
の
も
の
の
本
質
を
科
学
的
に
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
は
生
ま
れ
な
か
っ
た
。
源
内
は
終
に
「
物ほん
ぞ
う
か
産
家
」
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
源
内
の
創
出
し
た
と
考
え
ら
れ
る
名
詞
「
化
石
」
は
西
洋
的
な
認
識
の
器
に
東
洋
の
思
想
が
盛
り
込
ま
れ
た
奇
妙
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
福
沢
諭
吉
の
「
陰
陽
五
行
の
惑
溺
を
払
は
ざ
れ
ば
窮
理
の
道
に
入
る
べ
か
ら
ず
」
（『
文
明
論
之
概
略
』
巻
の
1
第
2
章
）
と
い
う
こ
と
ば
が
思
い
出
さ
れ
る
。
４と
こ
ろ
で
、
石
亭
の
『
雲
根
志
』
前
編
が
刊
行
さ
れ
た
頃
に
、
日
本
産
の
化
石
を
実
見
し
た
西
洋
人
に
ツ
ン
ベ
ル
ク
（C
arl P
eter T
h
u
n
berg, 
１
７
４
３
―
１
８
２
８
）
が
い
る
。
彼
は
安
永
五
〔
１
７
７
５
〕
年
か
ら
翌
年
ま
で
日
本
に
滞
在
し
た
人
物
で
あ
る
が
、
そ
の
『
日
本
紀
行
』
第
九
章
「
日
本
の
鉱
物
」
に
次
の
よ
う
に
あ
る
（
山
田
珠
樹
訳
註
、駿
南
社
発
行
、昭
和
三
年
〔
１
９
２
８
〕
六
月
刊
に
よ
る
）。
　
 
な
ほ
人
々
は
い
ろ
い
ろ
な
鉱
石
及
び
化
石
を
私
の
と
こ
ろ
に
持
っ
て
来
た
。
そ
の
主
な
も
の
だ
け
を
挙
げ
て
お
く
。
…
（
中
略
）
…
箱
根
山
か
ら
出
る
植
木
其
他
の
化
石
。【ph
ytolith
as Iytoph
yita 
日
本
語
で
コ
ノ
ハ
イ
シ 
kon
kh
aisi 
と
云
ふ
】
そ
の
約
五
十
年
後
の
文
政
九
〔
１
８
２
６
〕
年
に
来
日
し
た
シ
ー
ボ
ル
ト
も
日
本
産
の
化
石
を
見
て
い
る
。
彼
の
『
江
戸
参
府
紀
行
』
文
政
九
年
三
月
四
日
（
旧
一
月
二
十
六
日
）
に
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
（
斎
藤
信
訳
『
東
洋
文
庫
』
平
凡
社
昭
和
四
十
二
〔
１
９
６
７
〕
年
刊
に
よ
る
）。
　
 
相
変
わ
ら
ず
向
い
風
。
わ
れ
わ
れ
は
朝
の
時
間
を
経
度
の
測
定
と
方
位
の
測
量
に
利
用
す
る
こ
と
と
し
、
九
時
過
ぎ
屋
代
島
の
東
南
端
に
あ
る
牛
の
首
崎
に
上
陸
す
る
。
風
化
し
た
花
崗
岩
片
麻
岩
や
崩
れ
落
ち
た
花
崗
岩
の
堆
積
で
お
お
わ
れ
た
海
岸
で
、
化
石
と
な
っ
た
象
の
臼
歯
の
、
よ
く
原
型
を
と
ど
め
た
も
の
を
発
見
し
た
。
こ
の
歯
が
比
較
的
近
い
時
代
に
波
で
打
「化石」の語誌 185（22）
ち
寄
せ
ら
れ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
こ
の
内
海
の
成
因
に
あ
ず
か
る
地
殻
の
大
変
動
期
に
、
こ
こ
に
堆
積
し
た
洪
積
期
の
地
塊
の
中
に
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
、
断
定
は
下
さ
な
い
で
お
き
た
い
。
と
も
か
く
こ
の
地
方
と
く
に
播
磨
灘
に
あ
る
小
豆
島
で
は
し
ば
し
ば
化
石
し
た
骨
、
疑
い
も
な
く
マ
ン
モ
ス
象
の
骨
が
発
見
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
四
国
の
北
端
の
地
方
に
あ
る
讃
岐
国
で
も
、
象
の
化
石
の
頭
蓋
が
発
見
さ
れ
た
。
最
近
門
人
高
良
斎
が
こ
れ
と
同
じ
よ
う
な
も
の
を
は
じ
め
て
大
阪
で
見
た
が
、
人
々
は
そ
れ
を
伝
説
的
な
竜
の
頭
だ
と
い
っ
て
い
た
。
高
良
斎
が
自
分
の
前
に
出
さ
れ
た
写
生
図
の
中
か
ら
、
す
ぐ
に
認
め
た
こ
の
マ
ン
モ
ス
の
頭
蓋
は
、
一
間
（
一
・
八
一
八
二
メ
ー
ト
ル
）
以
上
の
長
さ
で
あ
っ
た
。
－
こ
の
臼
歯
は
わ
れ
わ
れ
が
後
日
、
日
本
で
発
見
し
た
彼
の
歯
の
一
部
と
い
っ
し
ょ
に
ラ
イ
デ
ン
の
博
物
館
に
あ
る
。
先
に
引
用
し
た
川
本
幸
民
の
『
気
海
観
瀾
広
義
』
な
ど
の
説
明
を
思
い
出
さ
せ
る
内
容
で
あ
る
が
、
シ
ー
ボ
ル
ト
が
こ
の
よ
う
に
地
質
学
的
観
点
か
ら
化
石
を
観
察
し
て
い
た
時
、
我
が
国
の
人
々
は
源
内
や
石
亭
の
頃
と
変
わ
る
こ
と
な
く
「
伝
説
的
な
竜
の
頭
」
と
し
て
好
奇
の
目
で
見
物
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
我
が
国
に
お
い
て
、
気
が
凝
り
固
ま
っ
た
の
が
石
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
を
克
服
す
る
の
は
、
本
格
的
に
西
洋
自
然
科
学
の
一
分
野
と
し
て
の
地
質
学
を
受
け
入
れ
る
ま
で
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
現
在
の
「
化
石
」
と
い
う
語
は
オ
ラ
ン
ダ
語 F
ossie
の
訳
と
し
て
創
出
し
た
和
製
の
漢
語
で
あ
ろ
う
と
い
う
牧
野
の
考
え
は
正
し
い
と
言
え
よ
う
。
そ
のF
ossie
の
訳
語
と
し
て
の
「
化
石
」
の
初
出
は
『
厚
生
新
編
』
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。
こ
の
著
は
幕
府
が
蘭
学
者
達
に
翻
訳
を
命
じ
た
も
の
で
あ
る
が
、『
気
海
観
瀾
広
義
』
の
訳
述
者
の
川
本
幸
民
も
ま
た
、
文
政
三
〔
１
８
２
０
〕
年
に
幕
府
が
蕃
書
調
所
を
設
置
し
た
時
に
教
授
手
伝
と
し
て
任
命
さ
れ
た
人
物
で
あ
る
。
そ
の
時
に
教
授
職
に
任
じ
ら
れ
た
の
は
箕みづ
く
り
げ
ん
ぽ
作
阮
甫
（
寛
政
十
一
〔
１
７
９
９
〕
年
―
文
久
三
〔
１
８
６
３
〕
年
）
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
箕
作
阮
甫
に
も
『
地
質
辨
證
』（
文
久
元
〔
１
８
６
１
〕
年
訳
成
）
ま
た
『
地
殻
図
説
』（
執
筆
時
期
不
明
）
と
い
っ
た
地
質
学
の
訳
述
書
が
あ
り
、『
地
殻
図
説
』
に
は
「
化
石
」
の
語
が
使
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る注⑨
。
未
見
の
書
で
あ
る
が
、呉
秀
三
著『
箕
作
阮
甫
』（
大
日
本
図
書
株
式
会
社
、大
正
三〔
１
９
１
４
〕
年
五
月
刊
）
に
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。
　
 「
地
質
辨
證
」　
自
筆
。
平
仮
名
交
文
。
八
十
三
葉
。
三
巻
。
一
冊　
箕
作
俊
夫
蔵
　
 
此
三
巻
は
一
ノ
上
一
ノ
下
、
三
ノ
上
と
題
し
て
あ
る
か
ら
、
中
の
二
の
巻
が
欠
け
て
居
る
の
で
惜
し
い
こ
と
で
あ
る
。
一
ノ
上
は
表
に
『
文
久
元
年
辛
酉
七
月
課
業
箕
作
阮
甫
』
と
あ
り
、
下
の
一
は
表
に
『
文
久
元
年
辛
酉
十
月
課
業
箕
作
阮
甫
上
』
と
あ
り
て
、
三
ノ
上
は
表
に
『
文
久
二
年
壬
戌
課
業
箕
作
阮
甫
上
』
と
あ
る
。
地
質
学
の
総
論
で
ゼ
オ
ロ
ギ
ーG
eology
、
ゼ
オ
グ
ノ
シ
ーG
eogn
osie
、
第
一
大
地
流
動
ノ
時
期V
u
u
r-vloeibaar 
periode
、
第
二
火
鼓
鋳
ノ
時
期P
yroph
ylacien
、
第
三
火
煙
山
ノ
時
期
V
u
lkan
isch
、
第
四
史
伝
ノ
時
期
等
の
こ
と
が
述
べ
て
あ
る
。
　
 「
地
殻
図
説
」
自
筆
本
。
平
仮
名
交
文
。
三
十
五
葉
。
一
冊　
箕
作
俊
夫
蔵
　
 
初
に
『
箕
作
阮
甫
虔
儒
繙
』
と
あ
り
、
数
多
の
張
紙
校
正
が
あ
る
。
小
引
、
地
殻
、
生
成
、
地
殻
の
成
分
、
化
石
、
沈
殿
及
生
物
ヲ
銜
メ
ル
岩
石
、
最
初
層
、
第
二
層
、
第
三
層
等
の
記
載
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
あ
る
い
は
蘭
語F
ossie
に
充
て
ら
れ
た
「
化
石
」
は
蕃
書
調
所
の
翻
訳
方
の
用
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
司
馬
江
漢
の
例
も
こ
れ
ら
の
蘭
書
の
訳
書
か
ら
学
ん
だ
の
か
も
し
れ
な
い
。
次
の
文
章
は
先
に
引
用
し
た
江
漢
の
『
天
地
理
譚
』
か
ら
の
も
の
で
あ
る
が
、「
化
石
」
と
い
う
語
は
な
い
も
の
の
、
化
石
は
蘭
学
書
に
お
け
る
化
石
の
理
解
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
て
い
る
。
○ 
石
炭
ハ
筑
前
ニ
多
ク
、
山
ノ
根
ヨ
リ
出
ツ
。
其
中
燃
ヱ
サ
ル
者
ア
リ
。
木
ノ
化
シ
テ
石
ト
ナ
リ
タ
ル
者
、
木
紋
ア
リ
テ
木
ノ
如
シ
。
…
此
者
世
界
開
闢
以
前
ノ
者
ニ
シ
テ
、
其
始
国
土
ア
リ
テ
、
後
蒼
田
変
シ
テ
海
ト
ナ
リ
、
頂
ハ
山
ノ
根
ト
ナ
リ
、
樹
木
土
中
ニ
埋
、
数
万
年
ヲ
歴
テ
、
木
、
石
ト
化
シ
、
石
炭
ト
ナ
ル
也
。
亦
云
、
山
頂
ニ
貝
石
ア
リ
。
海
ヲ
去
ル
コ
ト
十
里
、
廿
里
。
是
亦
、
開
闢
ノ
者
ニ
シ
テ
、
山
頂
ハ
開
闢
以
前
瀉フカ
タ渚
ナ
リ
。（「
石
炭
貝
石
」）
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○ 
蟹
ノ
石
ト
ナ
ル
ハ
、
貝
ノ
石
ト
ナ
ル
如
シ
。
蟹
ノ
肉
、
土
ト
ナ
リ
、
数
千
年
ヲ
経
テ
石
ト
ナ
ル
。
甲
ノ
石
ト
ナ
ル
ニ
非
ス
。
魚
、
石
ト
ナ
ル
。
魚
、
土
砂
ニ
挿
レ
テ
、
其
土
砂
砂
石
ト
ナ
ル
。
統
テ
泥
土
数
万
年
ヲ
積
ミ
、
岩
ト
ナ
リ
、
亦
堅
剛
ノ
石
ト
ナ
ル
。 
（「
蟹
石
ト
ナ
ル
」）
こ
う
し
て
蘭
学
の
世
界
で
生
ま
れ
変
わ
っ
た
「
化
石
」
は
、
明
治
の
近
代
文
化
の
啓
蒙
書
に
引
き
継
が
れ
、
一
般
の
人
々
に
陰
陽
思
想
か
ら
脱
し
、
自
然
科
学
認
識
を
涵
養
さ
せ
る
た
め
の
語
彙
の
一
つ
と
し
て
浸
透
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
福
沢
諭
吉
『
西
洋
事
情
外
・
二
』
に
　
 
旅
行
し
山
に
登
る
の
機
会
を
得
ざ
れ
ば
地
球
の
土
性
を
目
撃
す
る
に
縁
な
し
。
故
に
博
物
館
に
行
き
化
石
の
類
を
見
て
平
生
研
究
せ
し
書
中
の
説
に
参
考
す
る
。
と
あ
る
。
注注
①　
日
本
科
学
古
典
全
書
の
訓
読
文
で
は
巻
之
二
「
地
球
上
」
に
も
う
一
例
、
　
　
　
　
　
 
垤テ
ベ
ル
條
児
、
垤テ
ホ
ウ
ル
メ
ン
薄
由
爾
綿
は
法ハ
ホ
レ
ス
忽
列
私
石
炭
抗
に
在
り
て
、
多
く
草
木
摧
敗
す
る
者
雑
ふ
る
を
見
る
。
又
一
梃
木
の
化
石
、
及
び
諸
金
属
を
夾
む
者
有
り
。
但
草
木
化
し
て
石
炭
に
な
る
が
如
き
は
、
未
だ
其
の
故
を
究
む
る
こ
と
能
は
ざ
る
な
り
。
　
　
　
 
と
見
え
る
が
、
万
延
元
〔
１
８
６
０
〕
年
刊
の
西
精
舎
蔵
板
訓
点
本
で
は
傍
線
部
は
「
見
下ル
一
挺
木
化
中ス
ル
ヲ
石
若
帯
二 
諸
金
質ヲ
一 
物
上 
」（
一
梃
の
木
、
石
若
く
は
諸
金
質
を
帯
ぶ
る
物
を
見
る
）
と
あ
り
、
参
考
に
掲
げ
る
に
と
ど
め
る
。
注
②　
 
菅
野
陽
「
司
馬
江
漢
著
『
天
地
理
譚
』」（
有
坂
隆
道
編
『
日
本
洋
学
史
の
研
究
Ⅵ
』
創
元
社
昭
和
五
十
一
〔
１
９
７
６
〕
年
四
月
刊
所
収
）
に
よ
る
。
注
③　
 
こ
の
会
は
当
時
三
十
八
歳
で
あ
っ
た
小
野
蘭
山
が
会
主
と
な
っ
て
開
か
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
て
お
り
、
小
野
蘭
山
の
自
筆
の
出
品
目
録
が
現
存
す
る
（
白
井
光
太
郎
「
蘭
山
先
生
と
同
時
の
博
物
家
に
就
て
」（「
植
物
学
雑
誌
」
第
二
十
六
巻
第
三
〇
六
号
明
治
四
十
五
〔
１
９
１
２
〕
年
六
月
発
行
。『
本
草
学
論
攷
第
一
冊
』﹇
昭
和
八
〔
１
９
３
３
〕
年
七
月
春
陽
堂
刊
所
収
﹈）。
注
④　
 
西
洋
に
お
い
て
も
十
七
世
紀
ま
で
は
化
石
の
本
質
も
さ
ま
ざ
ま
に
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
、
あ
る
い
は
大
地
に
形
成
力
が
あ
る
と
す
る
説
、
あ
る
い
は
生
物
の
種
子
が
土
中
で
生
長
し
た
も
の
と
す
る
説
、
あ
る
い
は
自
然
の
「
冗
談
」
の
産
物
と
す
る
説
ま
で
あ
る
（
矢
島
氏
前
掲
著
）。
我
が
国
に
お
い
て
も
帆
足
万
里
（
安
永
七
〔
１
７
７
８
〕
年
―
嘉
永
五
〔
１
８
５
３
〕
年
）
の
『
窮
理
通
』
に
も
次
の
よ
う
な
説
明
が
あ
る
。
管
見
で
は
他
に
見
ら
れ
な
い
考
え
方
で
あ
る
が
、
帆
足
独
自
の
考
え
方
で
あ
ろ
う
か
。
　
　
　
　
○ 
豊
の
玖
珠
郡
の
山
中
に
一
小
渓
有
り
。
冬
月
、
水
涸
れ
、
岸
下
に
小
石
を
拾
得
す
。
其
の
形
、
略
々
魚
に
似
た
り
。
酢
器
中
に
置
き
、
数
日
、
析
け
て
両
片
を
成
す
、
合
符
状
の
如
し
。
皆
魚
骨
有
り
、
白
色
に
し
て
、
形
、
酷
だ
真
に
逼
る
。
是
れ
当
に
魚
と
な
る
べ
き
者
、
適
た
ま
た
ま
石
と
化
す
る
な
り
。
北
方
の
象
牙
も
、
当
に
獣
と
な
る
べ
き
者
、
其
の
寒
帯
に
在
れ
ば
獣
骨
と
な
る
を
以
て
、
略
々
金
石
に
類
す
。
其
の
半
ば
地
中
に
埋
ま
る
を
以
て
、
初
め
地
中
に
生
ず
る
を
知
る
な
り
。
獣
は
人
に
先
ん
じ
て
生
じ
、及
び
地
球
に
一
種
の
閃
動
有
る
、
皆
信
ず
る
に
足
ら
ず
。
蘭
人
、
備
後
の
鞆
浦
に
於
て
象
骨
を
得
る
は
、
則
ち
本
邦
亦
是
の
物
有
る
な
り
。 
（
巻
之
二
・
地
球
上
）
　
　
　
　
○ 
凡
そ
動
植
の
生
、
其
の
形
各
異
な
る
は
、
其
の
原
質
、
他
質
と
合
し
て
、
多
少
の
異
有
る
に
由
り
て
生
ず
る
な
り
。
土
質
の
山
坑
中
に
就
き
て
得
る
者
も
、
亦
然
り
。
蓋
し
、
土
は
須
ら
く
、
一
種
の
原
質
有
り
て
、
他
質
と
合
し
て
、
以
て
其
の
形
を
成
す
べ
き
な
り
。 
（
巻
之
三
・
地
球
下
）
注
⑤　
斎
藤
忠
『
木
内
石
亭
』
吉
川
弘
文
館
刊
人
物
叢
書
、
二
三
七
頁
。
注
⑥　
 
ち
な
み
に
こ
の
曲
玉
（
勾
玉
）
の
記
録
は
伊
藤
圭
介
が
シ
ー
ボ
ル
ト
に
提
出
し
た
レ
ポ
ー
ト
「
勾
玉
考
」
に
利
用
さ
れ
た
こ
と
は
有
名
で
あ
り
、
後
の
日
本
考
古
学
の
先
駆
と
な
っ
た
こ
と
も
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。
注
⑦　
『
和
蘭
天
説
』
寛
政
七
〔
１
７
９
５
〕
年
刊
に
次
の
よ
う
に
見
え
る
。
　
　
　
　
　
 
日
輪
中
ノ
黒
点
流
星
ノ
類
ニ
シ
テ
、
地
ニ
近
キ
天
ノ
中
部
ニ
ア
リ
。
地
気
ノ
土
砂
ヲ
天
気
燥
火
ノ
タ
メ
ニ
凝
結
デ
星
ノ
ゴ
ト
シ
。
小
ナ
ル
者
ハ
光
リ
ヲ
不
レ
為
、
漸
滅
ス
。
或
ハ
堕
者
ア
リ
。〈
土
人
コ
レ
ヲ
翫
物
ト
ナ
サ
ズ
。
人
把
ト
キ
ハ
必
ズ
病
ヲ
ウ
ル
ト
云
、
故
ニ
祠
ニ
納
入
テ
神
宝
ト
ス
〉
　
　
　
 
た
だ
し
、司
馬
江
漢
も
晩
年
の
著
『
天
地
理
譚
』
で
は
石
亭
と
同
様
の
説
に
変
わ
っ
て
い
る
。
注
⑧　
 
源
内
が
カ
ン
ラ
ン
ス
と
会
っ
た
の
は
明
和
六
年
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
四
年
前
の
明
和
二
年
に
刊
行
さ
れ
た
後
藤
梨
春
の
『
紅
毛
談
』
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。
源
内
に
限
ら
ず
、
ス
ラ
ン
ガ
ス
テ
ー
ン
に
つ
い
て
は
そ
の
よ
う
に
考
え
る
の
が
一
般
「化石」の語誌 183（24）
的
で
あ
っ
た
と
も
、
源
内
の
逸
話
と
す
る
こ
と
は
杉
田
玄
白
の
記
憶
違
い
と
も
考
え
ら
れ
る
。
　
　
　
　
○ 
す
ら
ん
が
す
て
ん
、
蕃
人
の
い
は
く
、
此
も
の
蛇
の
か
し
ら
に
生
る
石
な
り
と
い
ふ
、
其
形
碁
石
の
ご
と
く
、
其
色
白
き
も
あ
り
黒
き
も
あ
り
、
ま
た
黒
白
相
間
も
あ
り
、
按
る
に
、
し
ぜ
ん
の
か
た
ち
と
も
み
え
ず
、
大
き
な
る
石
を
わ
り
、
此
形
に
摺
た
る
も
の
と
見
え
た
り
、
よ
く
腫
物
の
膿
を
吸
ふ
、
其
吸
た
る
石
を
水
中
へ
い
る
れ
ば
、
ま
た
其
膿
を
こ
と
ご
と
く
吐
出
せ
る
を
取
あ
げ
、
干
て
幾
度
も
用
ゐ
、
近
比
和
方
に
も
、
四
国
よ
り
出
る
龍
角
を
、
こ
の
な
り
に
こ
し
ら
へ
用
る
に
、
す
ら
ん
が
す
て
ん
に
効
能
か
わ
ら
ず
と
い
へ
り
、
蛇
頭
の
石
と
い
へ
る
も
、
龍
角
よ
り
も
こ
し
ら
へ
成
す
は
、
蕃
人
の
聞
伝
の
誤
に
て
も
あ
る
や
、
或
人
曰
、
潮
漉
石
に
て
も
、
此
も
の
を
作
る
と
い
へ
り
、
　
　
　
 　
文
化
元
〔
一
八
〇
五
〕
年
に
琵
琶
湖
西
岸
の
堅
田
丘
陵
か
ら
発
見
さ
れ
た
「
龍
骨
」
の
図
が
あ
る
（
皆
川
淇
園
書
・
上
田
耕
夫
筆
）。
現
在
で
は
ト
ウ
ヨ
ウ
ゾ
ウ
の
化
石
と
言
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
復
元
さ
れ
た
形
が
い
か
に
当
時
の
考
え
方
に
左
右
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
を
よ
く
示
す
例
で
あ
る
。
下
段
図
参
照
（
国
立
科
学
博
物
館
叢
書
①[
日
本
の
博
物
図
譜
』
東
海
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
一
年
十
月
刊
に
よ
る
）
注
⑨　
 
箕
作
阮
甫
の
蘭
著
の
翻
訳
ま
た
著
作
は
医
学
・
万
有
学
・
地
理
・
歴
史
・
兵
学
・
工
芸
・
言
語
・
風
俗
な
ど
広
範
な
分
野
に
亘
っ
て
い
る
が
、
呉
秀
三
『
箕
作
阮
甫
』
は
地
質
学
鉱
物
学
に
関
す
る
翻
訳
に
つ
い
て
、「
我
邦
に
於
け
る
此
類
の
翻
訳
の
先
鞭
で
あ
つ
て
、
西
洋
科
学
東
漸
の
歴
史
で
は
其
開
巻
を
飾
る
べ
き
瓔
珞
で
あ
る
と
思
ふ
。（
中
略
）
明
治
以
前
は
固
よ
り
明
治
の
初
め
頃
に
は
、
鉱
物
学
で
は
『
金
石
識
別
』
と
い
ふ
（
六
冊
十
二
巻
）
米
人
乃
那
の
著
述
を
清
人
華
芳
が
筆
述
し
た
も
の
。
又
地
質
学
で
は
『
地
学
浅
釈
』
と
云
ふ
（
三
十
八
巻
八
冊
）
英
人
雷
侠
児
L
yell
の
著
述
を
同
じ
華
芳
が
筆
述
し
た
も
の
が
あ
つ
た
丈
で
あ
る
。
阮
甫
の
著
述
は
訳
字
な
ど
の
具
合
を
見
る
と
、
是
等
を
見
て
か
ら
作
つ
た
も
の
で
な
い
と
思
は
れ
る
。」
と
述
べ
て
い
る
（
一
八
三
頁
）。
こ
の
文
に
出
て
く
る
『
地
学
浅
釈
』
は
本
稿
第
1
節
に
お
い
てF
ossie
を
「
石
」
と
訳
し
て
い
る
中
国
の
書
の
例
と
し
て
牧
野
富
太
郎
が
言
及
し
た
書
で
あ
る
。
（
２
０
１
０
・
２
・
４
稿
）
